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１．はじめに  

 本報告は交通渋滞の緩和を目的とした既設中空床版橋の拡幅設計に

関するものである．現況と拡幅後の標準幅員を図-1 に示す．設計対象

高架橋の一部の区間がバス停の加速・減速車線上にあり，バス停の位置

も変化するため，図-2 に示すように幅員が大きく変化している．幅員

変化区間（特に拡幅量の小さい区間）では，拡幅構造の設置スペースが

限られているため，拡幅桁の耐力確保，排水桝やメナーゼ鉄筋の配置ス

ペースの確保等の設計で配慮すべき課題が多い．さらに，鉄道交差部両

隣の径間においては，下部工が鉄道に近接し拡幅や補強が不可なため，

重量増加を抑えた上部工拡幅方法が必要である．本稿では，これらの課

題に対する検討結果について述べる． 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．標準幅員部の拡幅構造  

 本高架橋の標準幅員区間の拡幅計画を図-3 に示す．既設中空床版の負担増加を抑えるために，新設桁は一

次床版，二次床版と分けて施工する．一次床版のクリープ・乾燥収縮の影響を回避するために，一次床版打設

後，3か月放置してから二次床版を打設することとした．この施工ステップを反映した構造解析を実施し，そ

れによる断面力を用いて新設部の設計と既設部の照査を実施した．一次床版の桁部と張出部の断面形状は，断

面抵抗を踏まえて比較検討を行った結果，経済性・施工性を考慮しそれぞれの幅を 2.1m,0.9m とした（表-1）．

二次床版の幅は鉄筋の重ね継ぎ手長の確保と施工スペースの確保を考慮し，0.8m とした．  
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図-1 現況及び拡幅後の標準幅員 

図-2 幅員変化区間の平面図

図-3 標準幅員部の拡幅構造 

表-1 標準幅員部の桁形状の比較 

支間中央 

中間支点上 
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３．幅員変化区間の拡幅計画 

(1) 幅員変化区間Ⅰ 

(拡幅後有効幅員＞現状有効幅員,下部工の拡幅が可能な区間） 

 この区間の断面図を図-4に示す．幅員の減少に従い，張出

床版長を標準部の 0.9m から徐々に縮小させた．張出床版長は，

水切りの設置を考慮し，最小 0.25m とした．新設桁の張出床版

の幅が小さい場合，桁の中で排水桝を設ける必要がある．中間

支点上排水桝が設置される場合，桁の上縁の鉄筋が切断され，

耐力の確保が困難となる．従って，図-5のように負の曲げモ

ーメントが卓越する区間を外して排水桝を設置した．幅員がさ

らに減少する区間においては，張出長を 0.25m 一定とし，一次

床版の桁幅を徐々に減らした．二次床版の幅は施工性に配慮し

0.8m と一定とした．拡幅部の固定橋脚の支承構造は既設部に

合わせてメナーゼヒンジを採用している．主桁の幅が小さい区

間においては，主桁の幅内で必要なメナーゼ筋を配置すること

が困難な場合がある．従って，図-6のように，支点部の幅を

広げることで，必要なメナーゼ筋の配置スペースを確保した． 

(2) 幅員変化区間Ⅱ 

(拡幅後有効幅員＞現状有効幅員 下部工拡幅が不可な区間） 

 この区間の断面図を図-7 に示す．下部工の拡幅が不可なた

め，上部工拡幅による重量増加を抑えるために，桁の増設をせ

ずに，張出床版による拡幅を採用した．なお，張出床版の支間

長が 1.5m（道路橋示方書による RC 床版の設計曲げモーメント

の適用限界）を超えるため，リブ付床版を採用した．リブ付床

版区間と桁増設区間との間に，断面力集中を避けるために擦り

付け部を設置した． 

(3) 幅員変化区間Ⅲ（現状有効幅員＞拡幅後有効幅員） 

 この区間において，現状有効幅員が拡幅後の有効幅員より大

きいため，新設桁を設置せず，既設張出床版を補強することで

対応した．既設張出床版は橋軸方向に対する照査が実施されて

いないため，橋軸方向の下面の鉄筋応力度が許容値を超過して

いる．また，将来の遮音壁が設置された場合，壁高欄付け根部

の既設床版下面の橋軸直角方向の鉄筋応力度も許容値を超過

する．これに対して，炭素繊維貼付による補強で対応した．こ

の区間の拡幅計画を図-8に示す． 

４．まとめ 

 本設計は，供用中道路の拡幅における拡幅幅が変化する中空

床版橋の拡幅設計を行った．拡幅幅が狭い区間においては，排

水桝の設置やメナーゼヒンジ筋の配置スペース確保に配慮し

た．また，交差鉄道への影響に配慮し重量増加を抑えた拡幅方

法を採用した．本稿が今後の拡幅幅が変化する中空床版橋の拡

幅設計において参考になれば幸いである．  

図-6 幅員の狭い箇所のメナーゼ鉄筋の設置計画 

図-7 幅員変化区間Ⅱの拡幅計画 

図-8 幅員変化区間Ⅲの拡幅計画 

図-5 幅員の狭い箇所の排水計画

図-4 幅員変化区間Ⅰの拡幅断面図
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